
『
北
の
丸
』
第
47
号
　
編
集
後
記

二
四
三

編
集
後
記

　
こ
こ
に
『
北
の
丸
』
第
四
十
七
号
を
お
送
り
致
し
ま
す
。
所
収
す
る
論
文
等
の
概
略

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
】

　「
人
事
院
移
管
文
書
の
基
本
的
性
格
」
は
、
人
事
院
に
お
け
る
組
織
構
造
と
文
書
管

理
及
び
文
書
の
移
管
基
準
と
当
館
へ
の
文
書
移
管
実
績
と
の
関
係
を
分
析
し
、
人
事
院

移
管
文
書
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
第
一
章
で
は
、
人
事
院
に
お
け
る
文

書
管
理
の
変
遷
を
概
観
し
、
人
事
院
で
作
成
・
取
得
、
保
存
・
管
理
さ
れ
た
文
書
群
が

ど
の
よ
う
な
構
造
を
有
す
る
か
を
検
討
し
、
第
二
章
で
は
、
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
文

書
群
の
構
造
の
中
に
移
管
文
書
を
位
置
づ
け
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　「
国
際
標
準
に
基
づ
く
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
機
関
情
報
記
述
の
試
み
⑵
」
は
、
国
際

公
文
書
館
会
議
（IC

A

）
が
二
〇
〇
八
年
に
発
表
し
た
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
機
関
の

記
述
に
関
す
る
国
際
標
準
」（ISD

IA
H

） 

に
基
づ
き
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
・
外
務

省
外
交
史
料
館
に
関
す
る
記
述
を
試
み
た
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
記
述
の
試
み
は
、

当
館
の
統
括
公
文
書
専
門
官
室
が
担
当
し
ま
し
た
。

【
資
料
紹
介
・
翻
刻
】

　「『
思
忠
志
集
』
件
名
細
目
（
下
）」
は
、
旗
本
の
天
野
長
重
（
一
六
二
一
〜
一
七
〇 

五
）
が
遺
し
た
『
思
忠
志
集
』
全
二
十
二
冊
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
の
経
緯
と
天
野
長

重
の
履
歴
等
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
本
文
に
補
記
さ
れ
た
件
名
を
順
に
列
挙
し
た
も
の

で
す
。『
思
忠
志
集
』
は
、長
重
が
四
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
書
き
と
め
た
教
訓
・
見
聞
・

政
策
論
・
健
康
法
等
を
収
録
し
、
そ
の
件
数
は
二
〇
一
五
件
、
江
戸
時
代
前
期
の
世
相

と
風
俗
、
そ
し
て
武
士
の
生
活
や
思
想
を
知
る
一
級
の
史
料
と
い
え
ま
す
。
な
お
、
本

稿
の
前
編
は
第
四
十
六
号
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
③
」
は
、
貴
重
な
古
写
本
の
陰
に
隠
れ
て
手
つ

か
ず
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
「
絵
入
り
本
」（
本
文
に
挿
絵
や
図
版
な
ど
が
添
え
ら
れ

た
書
籍
）
に
つ
い
て
、
書
誌
情
報
や
内
容
な
ど
を
解
説
し
た
も
の
で
、
第
四
十
五
号
か

ら
発
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　「『
視
聴
草
』
所
収
国
文
学
系
資
料
解
題
①
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
幕
臣
で
あ
る
宮

崎
成
身
が
編
纂
し
た
『
視
聴
草
』
に
収
録
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
物
語
や
和
歌
な
ど
国

文
学
分
野
に
該
当
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
書
誌
情
報
、
解
説
を
記
し
た
も
の
で
す
。
な

お
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
資
料
は
当
館
が
所
蔵
す
る
『
視
聴
草
』
の
稿
本
で
、
長
く
成

身
自
身
の
手
元
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
成
身
が
自
ら
写
し
た
書
物
や
、
収
集
し
た
小

冊
子
一
八
〇
〇
点
あ
ま
り
の
資
料
が
一
七
八
冊
に
合
綴
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
当
館
所
蔵 

林
羅
山
旧
蔵
書
（
漢
籍
）
解
題
①
」
は
、当
館
が
所
蔵
す
る
漢
籍
の
う
ち
、

林
羅
山
（
は
や
し
・
ら
ざ
ん
）
が
所
蔵
し
て
い
た
書
物
を
調
査
し
た
も
の
で
す
。
林
羅

山
の
蔵
書
は
「
明
暦
の
大
火
」
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
二

人
の
息
子
に
分
与
し
て
い
た
書
籍
が
焼
失
を
免
れ
、
現
在
で
は
四
三
七
部
四
三
八
五
冊

の
漢
籍
が
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
半
部
に
附
し
た
一
覧
表
は
、
現
在
当
館
が

所
蔵
し
て
い
る
林
羅
山
旧
蔵
書
（
漢
籍
）
の
一
覧
表
で
あ
り
、
前
半
部
の
解
題
は
、
こ

の
一
覧
表
の
う
ち
特
筆
す
べ
き
事
項
の
あ
る
書
物
の
解
説
で
す
。

　
ま
た
当
館
で
は
、
所
蔵
資
料
を
あ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
展
示
し
た
特
別
展
を
毎
年
開

催
し
て
お
り
、来
館
者
の
皆
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
展
示
会
報
告
」

は
、
平
成
二
十
五
年
秋
・
平
成
二
十
六
年
春
に
行
わ
れ
た
展
示
会
の
概
略
を
報
告
し
た

も
の
で
す
。

　
来
館
が
難
し
い
方
々
に
も
当
館
の
資
料
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
当
館
で
は
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
…http://w

w
w

.archives.go.jp/

（
土
屋
）


